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今
本

『竹

書
紀
年
』

の
性
格

平

勢

隆

郎

1

は

じ

め

に

『竹
書

紀
年
』
は
三
世
紀
半
ば
に
出
土
し
た
戦
国
魏
国
の
年
代
記
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
後
、
唐
末
か
ら
南
宋

に
か
け
て
の
時
期
、
恐

ら
く
は

両
宋
の
間
に
散
逸
し
、
現
在
は
そ
れ
ま
で
の
諸
注
釈
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
集
め
て
お
お
よ
そ
の
体
裁
を
し
の
ぶ
に
過
ぎ

な
回
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

伝
説
の
五
帝
か
ら
は
じ
ま
り
夏

・
股

・
周
と
下
り
、
春
秋
に
は
い
る
や
晋
紀
年
と
な
り
、
や
が
て
魏
紀
年
に
よ
り
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ヨ
　

　

筆
者
は
別
に
稿
を
草
し
、
司
馬
遷
の
称
元
法
に
対
す
る
誤
解
を
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て

『史
記
』
六
国
年
表
を
大
幅
に
訂
正
し
て
こ
れ
に
替
わ
る

年
表
の
骨
格

(以
下

「改
訂
年
表
骨
格
」
)
を
提
示
し
、
そ
の
検
討
の
際
古
本

『竹
書
紀
年
』
の
体
裁
に
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『竹
書

紀
年
』

は
そ
の
体
裁
上
各
代
君
主
の
元
年
か
ら
薨
卒

年
ま
で
の
記
録
が
続
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
魏
武
侯
ま
で
の
元
年
は
立
年
で
あ
り

(立

年
称
元
)、
称
王
し
た
恵
文
王
以
後

の
元
年
は
立
年
の
翌
年

(
踰
年
称
元
)
だ
と
い
う
点
、
お
よ
び
晋
紀
年
か
ら
魏
紀
年

に
替
わ
る
の
は
魏
武
侯

元
年
だ
と

い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
体
裁
を
念
頭
に
置

い
た
上
で
、
『竹
書
紀
年
』

の
本
来
の
あ
り
方
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
時
、
ま
ず
使
用

し
得
る
の
は
、
当
然
な

が
ら
諸
注
釈
所
引
の
文
辞
に
君
主

の
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
上
記

の
改
訂
年
表
骨
格
を
利
用
し

『史
記

』
所
出
の
記

録
と
対
照

の
上
、
配
列
位
置
を
探
る
方
法
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
来

『史
記
』
に
欠
け
て
い
る
内
容
に

つ
い
て
は
、
後
者

の
方
法
は
使
え
な

い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
上
記
の
紀
年
記
述
と
し
て
漏
れ
た
内
容
を
も
含
め
て
繋
年
す
る
今
本

『竹
書
紀
年

』

で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

書
物
は
、

『竹
書
紀
年
』
が
散
逸
し
た
後
、
春
秋
以
後

の
部
分
に

つ
い
て
、
上
記
し
た
よ
う
な
本
来
の
あ
り
方
と
は
全
く
別
の
周
王
の
紀
年
に
よ

る
年
代
記

の
体
裁
を
と
る
、

い
わ
ば
再
編
集
を
経
た
も

の
で
あ
る
。
周
王
の
名
お
よ
び
配
列
に
は
、
『史
記

』
六
国
年
表

へそ
の
ま
ま
で
は
使
用



し
え
な

い
点
は
上
述
)
な
ど
後
世

の
智
見
が
影
を
落
と
し
て
い
る
が
、
同
表
に

一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
『史
記
』
を
是
と
す
る

研
究
者
か
ら
の
評
価
も
芳
し
く
な
く
、
ま
た
古
本

『竹
書
紀
年
』
の
輯
侠
が
本
格
化
し
た
後
、
こ
の
古
本
を
是
と
す
る
研
究
者
か
ら
も
見
捨
て
ら

れ
た
ま
ま

で
あ
る
。
古
本

『竹
書
紀
年
』
の
価
値
を
云
々
し
得
る
に
い
た

っ
た
現
在
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
態
度
で
接

し
つ
づ
け
て
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

本
論
は
、
こ
の
今
本

『竹
書
紀
年
』
の
繋
年
の
あ
り
方
か
ら
、
古
本
に
比
較
し
た
場
合
の
史
料
価
値
を
検
討
す
る
。
仮
に
そ
の
変
更
に
法
則
性

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る

い
は
こ
れ
を
逆
に
利
用
し
て
古
本
本
来
の
あ
り
方
を
復
元
す
る
史
料
と
し
て
利
用

し
得
る
か
も
し
れ
な

い
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
今
本
に
あ

っ
て
、
現
在
集
侠
さ
れ
た
古
本
や

『史
記
』
に
な

い
記
録
と
し
て
、
戦
国
時
代
前
期
に
属
す
る
越
の
榔
邪
遷
都

の

記
事
が
あ
り
、
こ
の
年
代
の
確
定
が
我
国

へ
の
稲
の
渡
来
問
題
に
深
く
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
事
は
中
国
戦
国

時
代
の
問
題
の
わ
く
を
越

え
る
か
ら

で
も
あ
る
。

2

今

本

『
竹

書

紀

年

』

の
繋

年

今
本

『竹
書
紀
年
』
が
他

の
文
献
か
ら
の
引
用
に
よ
り
成
立
し
た
と
の
前
提
か
ら
、
関
連
す
る
諸
史
料
を
渉
猟
し
た

の
は
、
王
国
維

『今
本
竹

書
紀
年
疏

証
』
(以
下

『疏
証
』
)
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
作
業
を
遂
行
し
た
の
は
、
後
人
が
何
を
是
と
す
る
か
に

つ
い
て
無
用
の
議
論
を
戦

わ
せ
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
り
、
今
本

『竹
書
紀
年
』
を
も
と
に
議
論
を
展
開
す
る
た
め
で
は
な
い
。
今
本

『竹
書
紀
年
』

の
繋
年
の
杜
撰
さ
か

ら
し
て
た
だ
ち
に
こ
れ
を
廃
し
て
も
よ
い
と
す
ら
述

べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る

(以
上

『疏
証
』
序
文
)。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
そ
の
作
業
か
ら
更
に

進
ん
で
そ

の

「杜
撰
さ
」

の
程
度
を

つ
め
て
は

い
な
い
。

し
か
る
に
、
『疏
証
』
が
提
示
す
る
古
本
の
繋
年
記
事
を
管
見
す
る
時
、
君
主

一
代
と
し
て
比
較
的
記
録
の
多

い
戦
国
魏
国
の
恵
成
王
関
係
の

記
事

で
は
、
繋
年
上
の
規
則
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
本

・
古
本
両
テ
キ
ス
ト
の
繋
年
上
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
議
論
の
出
発
点
と
な
す
意
味
か
ら
も
、
戦
国
時
代
に

つ
い
て
、
今
本
に
繋
年
さ
れ
た
各
記
事
と
古
本

の
有
紀
年
記
事

(注
釈
に
紀
年

記
載
の
あ

る
も
の
)
と
を
比
較
し
て
表
化
す
る
作
業
が
必
要
に
な
る
。
《
表
1
》

の

一
部
が
こ
れ
に
当
た
る
。

今
本

『竹
書
紀
年
』
は
、
銭
大
断

(
『養
新
録
』
巻
十
三

・
竹
書
紀
年

)
以
来
明
人
の
編
著
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
想
定
に
よ
れ
ば
、
今



本

の
編
者

は
、
そ
れ
以
前

の
例
え
ば
宋
代
の
司
馬
光

『稽
古
録
』
・
『通
鑑
』

や
劉
恕

『通
鑑
外
記
』
、
呂
祖
謙

『大
事
記
』
(
以
上
北
宋
)、
胡
宏

『皇
王
大

紀
』
、
郡
雍

『皇
極
経
世
』
、
章
衡

『編
年
通
載
』
(
以
上
南
宋
)
な
ど
を
参
照
し
得
た
こ
と
に
な
る
。

い
ま
は
知
る
こ
と
の
で
き
な

い

古
本
テ
キ

ス
ト
関
係
史
料

の
存
在
を
議
論
す
る
前
に
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
繋
年
記
事
と
の
比
較
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
も

《
表
1
》
に

組
み
入
れ
る
。

一
覧
表

を

つ
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
他
に
繋
年
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
史
料

(そ
れ
は
多
く
の
場
合

『疏
証
』
が
す
で
に
提
示
し
て
い
る

史
料
で
あ
る
)
も
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
も
の
と
見
な
さ
れ
る
諸
注
釈
引
用
記
事
が
、
今
本

『竹
書
紀
年
』

の

中
で
ど
の
よ
う
に
繋
年
さ
れ
て
い
る
か
は
、
古
本

・
今
本
.両
者
の
関
係
を
探
る
上
で
の
出
発
点
と
な
ろ
う
。

以
上
を
念
頭
に
お
い
て
、
今
本

『竹
書
紀
年
』
戦
国
時
代
部
分
の
記
事
と
他
の
繋
年
史
料
と
の
比
較
、
お
よ
び
宋
代
諸

書
.
『史
記
』
十
二
諸

侯
年
表

・
六
国
年
表
と
の
内
容
比
較
を

一
覧
に
し
て
み
る
と

《表
1
》

の
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
《表
1
》
に
示
し
た
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
有
紀
年
記
事
と
の
対
比
か
ら
、
今
本

『竹
書
紀
年
』

.
『稽
古
録
』

.
『通
鑑
外
記
』
.
『通

鑑
』
・
『大
事
記
』
・
『皇
王
大
紀
』
・
『皇
極
経
世
』

・
『編
年
通
載
』
お
よ
び

『史
記
』
十
二
諸
侯
年
表

・
六
国
年
表
の
周
王

.
晋
公

.
魏
君
主

の
紀
年
配
列
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記
な
ど
を
利
用
し
薨
卒

年
の
形
で

一
覧
に
し
て
み
る
と
、
《
表
2
》

の
よ
う
に
な
る
。

以
上

の
表
か
ら
明
か
に
な
る
点
を
ま
と
め
な
が
ら
、
以
下
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。

3

今

本

『
竹

書

紀

年

』

戦

国

時

代

部

分

繋

年

の
性

格

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
戦
国
年
表

の
基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
試
案
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
原
諸
国
称
王

前
は
普
遍
的
に
立
年
称
元
に
よ
る
紀
年
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
戦
国
中
期
に
称
王
し
た
中
原
諸
国
に
お
い
て
の
み
、
称
王
後
に
踰
年

称
元
に
よ
る

紀
年
が
用

い
ら
れ
る
に

い
た

っ
た
と
い
う
想
定
を
軸
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
骨
格
に

『史
記
』
周
秦
本
紀

・
諸
世
家
所
載
の
諸
君
主
莞
卒
年

を
用
い
、
古
本

『竹
書
紀
年
』
と
矛
盾
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
古
本

に
よ
る
と
い
う
方
法
で
、
適
切
な
結
果
を
得

て
い
る
。
古
本

『竹
書

紀
年
』

で
は
、
称
王
し
た
魏
恵
成
王
か
ら
が
踰
年

称
元
、
そ
れ
以
前
は
並
年
称
元
に
よ
る
紀
年
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

(恵
成
王
の
称
王

前

の
部
分

に
つ
い
て
は
、
本
来
立
年
称
元
で
あ

っ
た
が
、
踰
年

称
元
に
よ
る
紀
年
に
書
き
換
え
て
い
る
)。

こ
の
結

果
を
前
提
と
し
て
検
討
を
進
め
る
に
当
た
り
、
ま
ず
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
立

年
称
元
に
よ
っ



《表1》 今本テキストの出典および宋代諸書 ・史記表との内容比較

今本竹書紀年

〈敬王〉

元年壬午

八年賛頃公卒

九年

十四年漢不見干天
.二十六年音青虹見
二十八年洛絶干周

宰零**零‡*零零*********寧*零

三十六年棋絶於薔衛
-三f'九年音城頓丘

四十三年宋殺其大夫皇環干

丹水之上丹水蜜不流

・四十四年王防

〈元王〉

1元年丙寅脅定公卒

二年

;四年於越滅呉

六年骨漕絶干梁

丹水絶三日不流

七年齊人鄭人伐衛

i王陽

〈貞定王〉

:元年癸酉於越徒都環邪

六年音河絶干唇

七年音葡謡城南梁

陣 越遡 稀 立

古本竹書紀年 其他在《 》中

《十二諸侯年表 ・敬王八年音頃公発》

《今本原注:琶 定公元年》

《十二諸侯年表 ・敬王九年音定公午元年》

脅定公六年漢不見干天[御 覧875]

琶定公十八年青虹見[御 覧14]
督定公二十年洛絶於周[水 経洛水注}

音定公二十五年西山女子化爲丈夫與之妻能生子其

年鄭一女而生四十人二十人死 〔開元占経1131

音定公二十八年漠絶於薔衛[水 経漠水注ユ

音定公三十一年城頓丘[水 脛漠水注]

宋殺其大夫皇叢干丹水之上.宋 大水丹水墾不流i
水脛獲水注]

《周本紀 ・四十二年敬王箆》《十二諸侯年表 ・敬

王四十三年甲子崩》*大 事記 ・通鑑作四 十四年

《膏定公三十七年→頃王九年原注》
《六國年表 ・元王二年 ・晋定公卒時歳在丙寅》

《今本原注:晋 出公元年》

《六國年表 ・元至三年 ・暦出公錯元年》

《六國年表 ・元王四年 ・越滅呉》

琶出公五年漕絶干梁 「水経磨水注]

晋出公五年丹水絶三日不流[水 経沁水注]

管出公六年齊鄭伐術L水 脛濟水注]

《六國年表 ・元王八年》

*敬 王増一年,元 王減一年

《呉越春秋十 ・句践二十五年覇於關東從珊邪起親

事周七里以望東海》*呉 越春秋日句践二十一一年

滅呉,與 元王四年條一致,又 日句践二十七年卒,

與貞定王四年條不一致.

琶出公十年十一月於男子句践卒爲葵執次鹿郵立六

年卒[越 世家索隠]

音出公十二年河絶干唇[水 経河水注]

琶出公三十(十 三〉年知伯謡城高梁[水 経扮水注

]*出 公無三十年

句鰍 麟 立六年卒一 不訓 越世家索釧
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「←一年昔出公奔齊

:十 二年河水赤三日

★葡瑞伐中山取窮魚之丘

*可 能作者参考大事記貞

定王十 一年葡謡滅夙藷

、一卜 二年襲衛

t'三年骨韓雇取秦武城

十六年

十ヒ年膏出公莞乃立昭公孫
是爲敬公

十八年

i非 奔 楚滅察

i 一二卜畔 鰍 杞

叶・八年

:モ防
1

〈考E>

元年
※魏文侯立

:卜年楚滅菖

ト ー年 菅敬公 卒

i=年

魯悼公卒

td四年魯季孫會昔幽公P楚

丘

卜五年王防

<、威烈E>

元年丙辰

三年管大黒地生塩

1i年曽丹水出反潔

六年曹大夫秦向賊幽公f'高

寝之ll魏文侯立幽公子止

七年

《表1》-2

《晋世家 ・出公十七年奔斉道死》

*六 國年表日出公十八年奔

《通鑑外記/大 事記 ・貞定王十二年晋河水赤三日》

葡」謡伐中山取窮魚之丘 「水経馬水注 ・初學記8・
御覧64]

脅出公}'九年韓鷹取盧氏城L水 経洛水注1

《今本原注:昔 出公二十二年》

出公 汁 三年奔楚乃立昭公之孫是敬公 「督世家索

隠」

《今本原注:曽 敬公元年》

不壽立十年見殺是爲盲姑次朱句立[越 世家索隠]

《六國年表 ・定E一二f二年楚滅察》

《六國年表 ・定E二f四 年楚滅杞》

《今本原注:骨 敬公 卜 一年》

《六國年表 ・定王二十八年》

《今本原注:賛 敬公f八 年》
*與 安王f・fiL年原注不合

《六國年表 ・考E十 年楚滅菖》

《 ・十・二年》 *大 事記作考E二 年幽公莞,同 四年

幽公柳元年

《今本原注:脅 幽公柳元年》

《六 國年表 ・考 モ レ=年 》

曾幽公三年魯季係會脅幽公P楚 取葭密遼城之[水
濟水注 ・太平賓宇記〈作幽公 一一三年〉」*通 鑑外

紀日周考E元 年哀公卒,此 年就是幽公十=三年,大
事記採之.

《六 國年表 ・考 二F.卜五年 》

《六國年表 ・威烈E元 年集解徐廣日丙辰》

曹幽公七年天早地生塩[書SC146i

告幽公九年丹水出相反撃1水 縄沁水注1

夫人秦崩賊幽公i=高寝之 ヒL膏 世家索隙1

*從古本 看此年是暫幽公i・年,《 六國年表》日

幽公f'八年卒,從 考L二 年條看此年是幽公十一
八年,從 考 王四年條看是幽公十七年.

《今本原注:替 烈公元年》
-49一
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趙獄子城泣氏

韓武子都平陽

八年趙城平邑

九年楚人伐我南鄙至チヒ洛

{一一年田公i居 思伐郎鄭園

平邑

「 … 一 一一
於越滅縢

1'二年於越r朱 句伐炎β以都

戸鵡節

十'六年齊田購及郡邸韓挙戦

1:平邑郡郵之師敗通遂獲韓

挙平邑

←七年魏文侯伐秦至鄭還築

扮陰部陽

田悼f"卒田布殺其大夫公孫

孫公孫孫以厘丘叛干趙田布

圏厘丘窪角趙孔屑韓氏救屡

丘及田布戦干龍澤田師敗通

f八 年王命韓景子趙烈子及

我師伐齊人長垣

二十 こ年王命曽卿魏氏趙氏

韓氏爲諸侯

=十四年ll防

〈安王>

1元年庚辰 一一一一

i九鞭 烈公軒 概 泣

:ナー年己丑

1五 年魏文侯卒

※大風査昏

※督太r一喜出奔

十六年

封公子緩
※二 卜一年韓減鄭哀侯入干鄭

《表1》-3

二 卜三年於越遷 干呉

脅烈公元年趙獣f城 泣氏[水 纏沁水注1

曽烈公元年韓武子都平陽 〔水j脛扮水注1

脅烈公四年趙城平邑[水 経河水注]

骨烈公一三年楚人伐我南鄙至干lz:洛L水経丹水注1

膏烈公五年田公子居思伐耶邸團平邑[水 経河水注〕

於越子朱句三f'四年減朕[越 世家索隠 ・路史國名

記く作朱句三i一年〉]

骨烈公四年於越子朱句伐郊以郊 砧島蹄1越 世家索

隠1

朱句 三十一七年卒1越 世家索隠〕

曽烈公十年齋田眸及耶郷韓挙戦干平邑耶郷之師敗

通遂獲韓挙平邑 「水経河水注!

周威烈王之十七年魏文侯伐秦至鄭還築扮陰部陽 【

水経河水注1

督烈公f'一一年田悼 デ卒田布殺其大夫公孫孫公孫會

以康丘叛 干趙田布圏屡丘饗角趙孔屑韓師救塵丘及

田布戦}二龍澤田師敗通 「水縄瓠 チ水注1

脅烈公f=年E命 韓景f-re烈 チ謬員伐齊入長城

L水経扮水注1

《六國年麦 ・威 烈.i=二 十畠奔 命韓魏 趙爲諸侯 》

1

《六國年表 ・安王元年 ・集解徐廣日庚辰》

}

《 ・1・年 》

《今本原注:曽 桓公頃元年》

《六國年表 ・安モt一年替孝公頃元年》

文侯五1一年卒 「魏世家索隠1

烈公'.f二 年大風書昏自H.E.中.明 年脅太r喜 出奔

「御覧87gj*按 該年在今本排列h不 鷹該在此."

明年"偶 然與實年(文 侯卒年)符 合,但 不懸該櫨
實年,恐 伯編者錯入 《史記》作魏文侯卒的其 三1『

八年記事.《 通鑑》昔烈公q'二 年當周安f二 年

,就 是在今本排列上的魏文侯三十七年,"明 年"
就是其三十八年.可 謂在作成年表中的錯誤.

《今本原注:乙 未魏武侯撃元年》

魏武侯元年封公 針緩i魏 世家索隠]
魏武侯二十 ・年韓滅鄭哀侯干鄭!韓 世家索隠」

*按 錯以魏武侯爲周安王.《 六國年表》烈王元年

韓滅鄭.

窮三十三年遷f'呉[越 世家索隠1
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二卜六年モ防

魏城洛陽及安邑E垣

隔褒藪7論繍濡
f月 越人殺諸答越滑呉人立

孚錯枝爲君

〈烈王〉

:元 年丙午

※魏公r・緩如郡郵以作難

於越大夫寺区定越乱立初無

絵是爲捧安

二年秦胡蘇帥師伐韓韓將韓

嚢敗胡蘇干酸水

魏鵤諸侯壬萢毫

※替桓公邑哀侯}=鄭韓山堅賊

其君哀侯

六年

韓共侯趙成侯遷昔桓公F屯

留

趙成侯催韓謎侯若伐我葵

*葵 或票

******零**************

*********************

七 年{捗

我 師 伐 趙 園 蜀 陽

齊田壽帥師伐我園観観降

部 《魏表》による108

魏大夫F錯 出奔韓

く顯一E>

1元年癸 丑

鄭城邪丘
秦子向命爲藍君

二年河水赤干龍門 三目

三年公F景 質帥師伐鄭韓明

戦チ韓我師敗通
四年夏四月甲寅徒邦干大梁

《表1》-4

魏武侯十 一・年城洛陽及安邑王垣[魏 世家索隠1

《六國年表 ・烈E元 年 ・集解徐廣日丙午》

1
--ll

恵成Fヒ 年公f・緩如耶郭以作難 【魏世家索隠1
*参 考古本擦今本編者,此 年鷹該排列在周顯王五

年,《 六國年表》魏武侯卒在周烈E五 年.

]
秦胡蘇帥師伐鄭韓嚢敗秦胡蘇 丑酸水[水 縄濟水注:
1*看 顯IE三 十 ・年條:

《魏策》梁E魏 嬰鵤諸侯干萢毫

*按,嬰 與馨通(耕 部開口喉音),魏 馨就是恵

王,慮 在後一些.

魏武侯:十一二年骨桓公邑哀侯干鄭韓山堅賊其君哀

侯 「韓世家索隠 ・骨世家索隠〈作韓哀候趙敬候並
以桓公 卜五年卒>1*在 今本排列上此年是魏武

侯十六年,《 六國年表》元年韓域鄭.

桓公1十 年趙成侯韓共侯遷桓公F屯 留[膏 世家索

隠 ・水経濁潭水注〈1乍梁恵成王元年>1
*封 於恵成 王モ元年 一致.《 六國年表》安王 二十六

年域督.

梁恵成王元年趙成侯偲韓酪侯若伐我葵[水 脛沁水

注 ・魏世家索隠く無梁恵成 王元年.作 蘇侯伐我取

票而恵成 正伐趙園濁澤>1

梁恵成E元 年榔師敗耶邸師於平陽[水 纏濁潰水注
太平賓宇記55相州臨潭縣く無元年〉]

恵成E元 年書晦i開 元占ff1011

恵成王伐趙園濁陽1魏 世家索隠1

*《 皇極経世》齊西敗趙魏之師F濁 澤,参 考六年

梁恵成一L二年齊田壽率師伐趙園観観降 「水縄河水

注1

恵成E二 年魏大夫E錯 出奔韓[魏 世家索隠」

《六國年表 ・顯fi元年 ・集解徐廣日癸丑》

梁恵成王三年鄭城邪丘L水 紹i河水注」
梁恵成 三年秦r・向命爲藍君[水 経滑水注 ・太平賓

宇記26〈作恵E命 秦 子〉 ・長安志16藍田縣く作梁

恵成王命太f・♪]

梁恵成四年二年河水赤干龍門一r一日[水 経河水注j

恵成E年 公f'景賞率師伐鄭韓明戦干陽我師敗通1

水纏漕水注1

梁恵成E六 年四月甲寅徒邦チ大梁1水 経渠水注 ・

漢書高帝紀注 ・魏世家索隠く作九年〉 ・孟チ正義
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《表1》-5

f襲 逢忌之藪以賜民

*作 者可能爲與徒邦f大

梁有關

於越寺区弟思殺其君葬安次

無額立

五年雨碧 擢ll

地忽長十丈有絵高尺半
六年我師伐耶郵取列人我師

伐郡郷取肥
雨黍壬齊

七年我與郡郭楡次陽邑

モ會鄭麓侯干巫沙
*‡*******************

八年入河水f圃 田又爲大溝

而引圃水

1霞陽人自秦導眠山青衣水來

九年秦師伐鄭次チ懐城股

*作 者可能爲與天 チ致詐

有關

1'年楚師出河水以水長垣之

外

龍質帥師築長城}二西邊

鄭取屯留尚予

i`一年鄭麓侯使許息來到地

平丘戸驕首垣諸邑及鄭馳地

我取枳道與鄭鹿

E及 鄭薩侯盟干巫沙以繹1≧

陽之園鰯薩干鄭

1二 年魯恭侯宋桓侯衛成侯

鄭董侯來朝

於越子無額卒是爲黄燭卯次

無彊立

f三 年郡邸成侯 會燕成侯f

安 邑

‡***零*零**************

*********************

1'四年秦公孫壮伐鄭園焦城
不克

秦公孫壮帥師城 ヒ枳安陵山

民

郎1郡伐衛取漆富丘城之

齊師及燕戦干洵水齊師遁

**‡寧零零****‡零*****宰***

十五年齊田期伐我 東鄙戦1'

桂陽 我師敗通

梁恵丑稜逢忌之蔽以賜民 膜 書地理志注河南郡 ・

左傳哀14正義〈引獲作騒〉 ・御覧158・與地廣記5

東京開封縣]
*按 漢書地理志日或日宋之逢澤也,或 與魏滅宋

有關

無絵之{∴ 年寺区弟思殺其君葬安次無額立L越 世

家索隠]

恵成Eヒ 年雨碧F呈Bi御 覧809・廣韻5-22昔1

恵成王七年地忽長十丈有絵高尺半1御 覧8801

梁恵成王八年恵成王伐郡邸取列人.我 師伐耶邸取

肥 【水経濁潭水注i
梁恵成王八年雨黍干齊L御 覧877・842〈作雨黍〉]

梁恵成王九年與郡鄭楡次陽邑L水 紹洞渦水注]

梁恵成王九年王會鄭麓侯i二巫沙i水 経濟水注1

梁恵成王九年音取泣氏 【御覧163・太平實宇記44

澤州高平縣く作泌氏縣>1
梁恵成王十年入河水干甫田又爲大溝而引甫水1水

経渠水注]

梁恵成王十年暇陽人自秦導眠山青衣水來錦t水 経
青衣水注]

秦師伐鄭次干懐城股L水 縄沁水注1
*按 水経沁水注該前後記述,這 可能與秦滅韓有

關

梁恵成王t".1年楚師出河水以水長垣之外[水 経河

水注」

梁恵成E卜 ㌃年龍賞帥師築長城干西邊L水 経濟水

注]

梁恵成王十=年 鄭取屯留尚 チ渥[水 脛濁水注 ・御
覧163〈作尚F即 長子之地也〉 ・太平實宇記〈f乍

屯留長子>1

梁恵成王ナー三年鄭謹侯使許息來到地平丘戸騰首垣

諸邑及鄭馳地我取枳道與鄭鹿[水 纒河水注永楽大

典本 ・同戴震校本く作1-一年〉)」

梁恵成王十;年 王及鄭董侯盟干巫沙以澤宅陽之園

鵠薩干鄭1水 経濟水注」

梁恵成王十四年(魯 恭侯宋桓侯衛成侯鄭麓侯來朝

)【 魏世家索隠〕*《 六國年表》1暖 年

無頴八年嘉是爲黄燭卯L越 世家索隠]

〈無彊〉蓋無額之弟也 「越世家索隙]

恵王t'五年耶耶成侯會燕成侯子安邑L六 國年表集

解」

梁恵王十五年遣將龍質筑陽池以備秦[太 平實宇記
10鄭州原武縣 ・兀和郡縣圓志8鄭州原武縣1

梁恵成王十κ年く自亥谷以南鄭所城癸>1水 線濟

水注]

梁恵成王十六年秦公孫壮率師伐鄭團焦城不克1水
脛渠水注1

梁恵成王1『六年秦公孫壮率師城L枳 安陵山氏[水

脛渠水注永楽大典本 ・同全祖望及戴震校本く作山
民>1

梁恵成Ei'六 年郎鄭伐衛取漆富丘城之1水 経渠水

注1

梁恵成王十六年齊師及燕戦}二洵水齊師遁 「水経飽

丘水注]

恵成王f六 年郎邸四睡宝壊多死 と開元占経1011

梁恵成王f一ヒ年齊田期伐我東鄙職F桂 陽我師敗通

[水経濟水注 ・孫子呉起列傳索隠く作恵王 ・田忌
・桂陵〉 ・田世家索隠〈作謂之徐州子期〉]
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《表1》-6

東周與鄭高都

鄭楚侯來朝 中陽

宋 景鼓衛公孫 倉會師園我嚢

陵

*********************

f'六年L以 韓師諸侯師縣干二

窪陵.齊 侯使楚景舎來求成

郡聯之師敗我師1:桂陵

※ 卜1二年燕伐趙園濁鹿趙霊王

及代人救濁鹿敗燕師f勺

博取兀武!華澤
1一八鐸碧築房以爲長城

★1九 年}如 衛命公チ南爲侯

1一年

★ コ'・什魏殺臣趙公孫衰伐

燕還取夏屋城曲逆

★=十 二年 后寅孫何侵 楚入{

戸劉1

楚伐徐州

★i'こ 年魏章帥師及鄭師伐

楚取L票

★孫何取渾陽

※秦孝公會諸侯丁=逢澤

緯中地塀西絶f扮

1四 年魏敗韓馬陵
Ll一κ年

1六 年穣疵帥師及鄭孔夜

戦ii梁赫鄭師敗通

與齊 田Ht;vai:馬 陵

1一ヒ年fL月齊田驚及宋人

伐我東鄙園平陽

九月秦衛鞭伐我西鄙

}月 郎!郡伐我北鄙
i一攻衛鞍我師敗適

対 八年城濟陽

秦封衛鞭}㌔郎改名日尚

f'九年祁遷r・ge

梁恵成}=1'七年東周與鄭高都利[水 経伊水注j

梁恵成Llt'七年鄭燈侯來朝中陽1水 経渠水注」

梁恵成Eト ヒ年宋景獣衛公孫倉會齊師園我嚢陵L

水纒准水注 】

恵成{ll七 年有 鶴 三翔於郭市1唐 写本修文殿御

覧残巻1

梁恵成 壬こト八年王以韓敗諸侯師予嚢陵.齊 侯使楚

景舎來求成。公會齊宋之園[水 経准水注1

艇人伐趨園濁鹿趙武盤上及代人救濁鹿敗燕師}=勺

梁i水 縄6寂水注]

*六 閾年表趙武霊{ラ亡年是周顯E四1'四 年,這

記事鷹延後 一些.因 而篠買際年代來説,趙 武

霊王元年是周顯E四1ヒ 年.

梁恵成E十 九年脅取元武海澤L水 繹扮水注1
梁恵Il.}・年齊閲 卜築防以爲長城 〔蘇秦列傳正義
・水経泣水注く作齊築防〉]

徳將軍文f爲r南 弥牟其後有f南 勤.勤 朝干魏後

恵成i如 衛命r一南爲侯[水 経汝水注 ・周本紀集解
・漢書武帝紀く作其後有f一南固f一南勤ノ1

魏股臣趙公孫衰伐燕還取夏屋城曲逆1水 経濾水注

]

E寅孫何侵楚入 三戸邪[水 経丹水注1

越f`無額莞後t`年楚伐徐州{越 世家索隠1

魏章率師及鄭師伐楚取h藥1水 経汝水注1

孫何取溺陽i水 経穎水注」

秦孝公會諸侯f逢 澤[六 國年表集解 ・水経渠水注

1*六 國年表日周顯王 一一十ヒ年

梁恵成1.二t'li年 絡中地Ljy西 絶於扮1水 経扮 水注1

(恵 成L.1`六 年)敗 韓馬陵i魏 世家 索隙 】

梁恵成E:f'八 年穣疵率師及鄭孔夜戦於梁赫鄭師

敗通i水 纏渠水注永楽大典本 ・同朱謀瞳本〈作穣

ff>1
(恵成 の=i'八 年與齊1瑚分戦予馬陵t魏 世家索

隙 ・田世家索隠く作威F卜 四年田醗伐梁〉 ・孫 子

呉起列傳く1乍才 ヒ年十=月 齊田月分敗梁>1

(恵成 モ)'.f九 年fiLH齊田隣及宋人伐我東鄙園

平陽[水 経洒水注 ・魏世家索隠〈作田醗我東鄙>1
(恵成 の=卜 九年九月秦衛鞍伐我西鄙.卜 月耶邸

伐我北鄙.E攻 衛鞍我師敗通1魏 世家索隙」

梁恵成L… 卜年城濟陽L水 経濟水注1
梁恵成1三 三卜年奏封衛鞍}=郎改名日商1水 繹濁水注
・路史國名記i

梁恵成Fヨ'・ 年硲遷P醇1水 維酒水注 ・魯世家索
一53一
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三月爲大溝 干北邪以行圃田

之水
=三十年

★三十一年秦蘇胡帥師伐鄭韓

嚢敗秦蘇胡干酸水

三十=年
※三十三年鄭威候與郎郵團嚢

陵
三 十一四年魏恵成王三十六年

改元構一年

二E與諸侯會干徐州

※於越 ヂ無彊伐楚

★三十五年楚吾得帥師及秦伐

鄭園給氏

三十六年楚園齊干徐州遂伐

於越殺無彊

三十 ヒ年
「

三十八年龍質及秦師戦干離

陰我師敗通

※王會鄭威候干巫沙

i三十九年秦取我扮陰皮氏

四十年

※四十 ・年秦蹄我焦曲沃

四十二年九鼎倫酒没干淵

四十三 年

四 十四 年

:四十五年楚敗我嚢陵

四f六 年

四 トヒ年

四十八年王防

く慎観王>

1元年辛丑

※秦取我曲沃平周

《表1》-7

隠く作下祁〉 ・孟嘗君列傳索隠く作下砧 ・三十年〉

]

梁恵成 モ 汁 一年三月爲大溝於北郭以行圃田之水

[水経渠水注1

秦蘇胡率師伐鄭韓嚢敗秦蘇胡於酸水1水 経濟水注

1*看 烈王 二年

威候ヒ年與耶郭園裏陵1韓 世家索隠1

*在 六國年表及其他史料上該年不在此
*按 諸書擦漢明年改元之例解釈

《六國年表 ・顯王三十五年 ・與諸侯會徐州》
*作 者特六國年表周顧 三一三十五年條提前一年,因

爲他認爲魏恵成王在後元十七年莞.

*恐 柏作者按三 卜六年條提前一些.

楚吾得帥師及秦伐鄭園輪氏L水 経穎水注 ・後漢書

黄環傳注 ・路史後紀{'一ヨ

《六國年表 ・周顯王 ヨ'六年 ・齊宣モ十年 ・楚園

我徐州》*披 越世家,此 時殺無彊.

《魏世家 ・嚢E五 年 ・秦敗我龍費軍四萬五f一干離

陰》*六 國年表等裏王五年當周顯 毛一三十九年,
眼 三卜四年條一一様提前 一年.

威候七年五月梁恵王會威候f:巫沙[韓 世家索隙1

*這 年不在此,恐 伯不知威侯眼宣恵王同一個人

《六 國年麦 ・顯 モ四 十年 ・魏嚢王六 年 ・秦取我 扮陰

皮氏 》*践 一三1一四年條 一様 提前 一年.

*六 國年表周顯王四 十一年有這條,銀 三十四年、

十九年條不一様提後一年,不 鷹該在此.

《史記封禅書 ・或日宋太丘社亡而鼎没f酒 水彰城 ド

其後百 一十 五年而秦井天下》*該 百…十五年前當
周顯王四 十'三年,按 躁三十四年條…様提前一一年

《六國年表 ・顯王四十六年 ・楚敗魏裏陵》

*銀 三十四年條 一様提前 一年.

《六國年麦 ・慎覗E元 年 ・集解徐廣日辛丑》

*=E國 維指出同條在六國年表顯モ四f七 年.
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二年魏恵成L薙

=年 今E几 年

四年

/i年

★六年鄭候使韓辰鋪管陽及向
'.月城陽向更名陽爲河雍i向

爲高平

<隠 モ.♪

:元年j未

※i月 鄭宣 卜來朝

燕f一之殺公f'1ろ 不 克齊 師殺

チ之 醜 其身

'年齊地景長長
)ヒ絵高 ・尺

※魏以張儀爲相

秦L來 見F蒲 坂關

四月越越L使 公帥隅來献舟
こ百箭五百万及犀角象歯焉

※五月張儀卒

四年習章伐衛

魏敗趙將韓挙

fi年洛入成周山水大出
六年1月 大森雨疾風河水酸

楚庶章帥師來會我次干嚢丘

★ ヒ年習 章救 次1一南屈

八ギi秦公孫愛帥師伐我皮氏

翠竜帥師救皮氏團疾西風

九年城皮 氏

十・年

1-{}-

1一二年秦抜 我蒲坂 替陽封谷

1モ 年耶郷 命吏 大夫奴遷}=

九原將軍 大 夫適t"代}㌃ 代史

皆紹服

i四 珪

i/1{傾 幸候 來會1:i"釜 丘楚

入雍氏楚 人敗

し匡く年F與 齊}一會}韓

《表1》 一一8

《六國年表 ・慎覗王二年 ・魏恵成王三十六年》
*王 國維日史記集解謂恵成 モ三十`六年改元称一年

改元後十七年卒此從集解説.

《六國年表 ・慎韻 王三年 ・魏哀E元 年》

鄭候使韓辰蹄皆陽及向二月城陽向更名陽爲河雍向

爲高平1水 経濟水注 ・趙世家索隠く末=句 作魏嚢

王四年〉」

《六 國年表 ・周{{撮 元年 ・集解徐廣 ヒIJ'末》

威候七年 卜月鄭宣モ來朝1韓 世家索隠1

*這 年不在此,看 周顯王 ヨ'七年王會條.

f之 殺公 ∫平.齊 人禽∫之而臨其身也1燕 世家索

隠 」*王 國維日慷六國年表事在此年.

《六國年表 ・周f報 兀年 ・燕i三嗜 ヒ年》

周隠E二 年齊地暴長長丈絵高 ・尺i御 覧8801

*魏 世家良E九 年(慷 六圃年表是周嚴{廿i年)張

儀相魏

魏 嚢1

魏 窪1

百箭1

梁 良1

七年秦E來 見ア蒲坂關t水 繹河水注 ヨ

し年四月越越 童,使公帥隅來獣舟始岡及舟 三

百万及犀角象歯焉[水 経河水注上
九年κ月卒1史 記張儀傳索隠宋黄善本及清

殿本 ・同汲占閣本く作安僖πF>・同明游RJ}本く作

令Eン弓*鷹 在fi年.

魏哀 長八年躍章伐衛[魏 世家索隠1
*大 事記日魏伐衛抜=城

威候八年く魏〉敗く趙將〉韓挙1韓tti:家索隠]

魏嚢1.九年洛入成周山水大出1水 維洛水注]

魏嚢 釧 年i月 大森雨疾風河水溢酸i響邦[水 繧河

水注1

〔嚢 士っ1'年 楚庶章帥師來會我次f嚢 丘[水 緯濟
水注水楽大典本及朱謀瞳本。趙 ・清及戴震校本改

作九年i

留章救次i'南 屈 「水縄 河水注1

魏窪Ei=年 秦公孫愛帥師伐我團皮氏習章帥師救

皮氏園疾西風[水 継扮水注!
*大 事記ii撮}1八 年秦遂公孫衛其後爲魏所殺

・魏嚢i'・il年 城皮氏[水 縄扮水注}

!魏 哀}1バ 年秦抜我蒲坂/暫 陽封谷[魏 世家索

隠1*諸 善無曽陽封谷之字

魏嚢Etヒ 年tww5命吏大夫奴遷於 九原又命特軍大

夫適子戌吏皆紹服1水 纏河水注i

魏震Lf九 年薩候來會日'釜 丘1水 緯濟水注1

《ぺ國年 表 ・報Fiべ 年 ・魏 震E與 齊L會}=韓 》
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《表2》 戦 国時代 国王 ・晋魏君王薦卒年 および配列一覧
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隠16慎6

嚢20

慎2顕48顕33烈7烈5安26安15安9威24威6

後17恵35

(16)(36)

武16

(26)

桓6烈27幽10

文54

(48)(29)(18)

考15考1!

敬22

(21)

定28定17定1!元7

出23出17
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定37
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** *顕34

後16恵36
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哀20
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元8 元2
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敬43
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幽8
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元8 元2
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*
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〈29>〈18><19>

* 定12
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哀20哀19

* *

*

* **

*

**

*

?

?

?

?

******

*文 卒 烈29
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定11元6**
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趨16零
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嚢16恵36
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*

*

*

*

*

* 考2定29

〈思1>

哀19

定12

*

元6**

報16慎3

嚢19後17

顕34

恵36

****

*文38

***

幽18

考3

哀19

* 定12

出18

元8 元2

*

敬43

報16*

哀20

*顕34
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****

孝6幽18

文38

考3

哀19

* 定12

出18

元8 元2 敬43

西 暦 前

周王

晋公

魏君主

(真)

周王

晋魏君

周王
晋魏君

周王
晋魏君

周王
晋魏君

周王

晋魏君

周王

晋魏君

周王

晋魏君

周王
晋公

魏君主

今本竹書

稽古録

通鑑外記

通鑑

大事記

皇王大紀

皇極経世

編年通載

六国年表

表
1
-
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《表1》 凡例
1:「 稽占録」は司馬光 『稽 占録』、「外紀」は劉 恕 『通鑑外紀』、「通鑑」は司馬光 『資

治通鑑』、「大事記」は呂祖謙 『大事記』、「大紀」 は胡宏 『皇王大紀』、「経世」は

郡雍 『皇極純世』、「通載」は章衡 『編年通載』、「十』=表」 は 『史記』十二諸侯年

表、「六國表」 は 『史記』 六国年表である。

2:「 稽 占録」以下の各覧における 「o」 ・ 「O」 ・ 「△」 ・「×」の意味 は以下の

とお り、,

o今本 『竹書紀年』 の記事と周王 繋年 ・内容 ともに一・致するもの。

O同 じく内容が 一致 し、配列 ヒの絶対年代が ・致(周 王年代 はずれる場合あ

り)す るもの。
△一一一一一同 じく内容 は ・致す るが、年次配列に相違が見られる もの(絶 対年代 も不
・致)、および内容の一部に相違が見られるもの,,相 違する点 を簡単に注記する。

× 同じく関連する記載が見られないもの

3:1今 本竹 瀦紀年」の覧に 〔II=:二iで囲んだものは、繋年の もとになる記述が古 本

竹書紀年以外にあるこ とを示す。

4:「古本 竹書紀年等」の覧にL -__iで 囲んだ ものは、現在人手 し得る古本竹書紀

年関係 史料では、繋年不能の ものである。
5:[今 本竹 階紀年」の覧の左端に 「※」を付 したものは、現在入手 し得 る史料から

判断する限 り、今竹書紀年の骨格による繋年が誤 っているものを示す,,注 記に注

「iされたし㌔

6:1,,jじ く 「★」を付 した ものは、現在入手 し得る史料では、いかなる ものによって

も繋年で きない場 合を示す,

7:1今 本竹書紀年」 と 「古本竹書紀年」 の両覧 に跨 って[:ニ ー]で囲んだ ものは、

越世家索隠によって繋年 された越関係記事である,,

8:「 今本竹書二紀年」の覧に 「********」で示 した記事は、現存す る諸注釈に見られ

る古本 『竹蒔紀年』の有紀年記事 を、今本 『竹書紀年』が採用 していない場 合を

示す,,
9:各 覧に 「*」で示 した部分は、筆者の注記である。

《表2》 凡例

◆周王 ・晋魏君主(晋 公 ・魏侯 ・魏E、 恵成王後元を含む)薨卒 年及び配列は今本
『竹書紀年』のみ全て示す,,

◆ 晋魏君乖の薨卒 年に当たる周王の紀年 も示す。

◆稽占録以 ドは、今本 『竹書紀年』 の配列 と相違する部分のみ具示 し、同 じ場合は
「*」 で示す、,

◆ 晋の孝桓公(孝 公 ・桓公)の 六年は魏 文侯卒年 を示 した もの。

◆周安王九年の ドの瞥烈候の卒年につき、〈 〉中に別の年次 を示 した場合は、両

者が配列一L混在する。

◆同 じく周威 王六年の ドの習幽侯卒年 につ き、『通鑑』の覧に〈 〉を使用 したのは、
『通鑑』 の注記が 「卜八年」 とするのに、配列上の実際は 「十九」年になること

を示す。

◆以上魏恵成王後元改元を除き全て踰年 称元により配列する結果 となっている。

◆周王 ・晋魏君主はすべて略号 にて示 してある。以下の もの以外は、周王について

は 「王」、晋公 については 「公」、魏侯 については 「侯」、魏王について は 「王」

を付せばよい。

〈周王〉定(貞 定}つ 、威(威 烈王)、慎(慎 規王)、報(王 報)

〈魏王〉恵(恵 成王)、 後(恵 成王後元)

◆ただし、文献 ・般について略称が普及 しているため 一見文献ごとに相違す るがご

とき例は以 ドのとお り,,

〈晋公〉敬公 ・哀公(敬 哀公 ・敬撚公)、 孝公 ・桓公(孝 桓公)

〈魏王〉嚢王 ・哀王(嚢 哀王)

◆今本 『竹書紀年』の覧に 「真」と示 したのは、本来の薨卒 年(魏 恵成王について

は、後元改 元年次)で 、魏武侯以前は全て疏年称元によって配列すべきものであ

る(魏 恵成Il三 十六年 と後元元年 とは同一年)。



て
い
る
は
ず

の
部
分
ま
で
踰
年

称
元
に
よ

っ
て
配
列
し
て
い
る
以
上
、
今
本

『竹
書
紀
年
』

の
繋
年
自
体
は
誤
り
だ
と

い
う
点
、
及
び
な
お
検
討

を
進
め
る
理
由
が
、
そ
の
繋
年
の
も
と
に
な

っ
た
史
料
が
ど

の
程
度
再
繋
年
で
き
る
の
か
を
探
る
に
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
今
本

『竹
書
紀
年
』
戦
国
時
代
部
分

(便
宜
的
に
周
敬
王
以
後
を
扱
う
)
と
宋
代
の
諸
書
と
の
関
係
に

つ
い
て
検
討
し
た

い
。
《表

1
》

を
も
と
に
補
充
作
成
し
た

《表
2
》
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
周
王
の
紀
年

(
踰
年
称
元
に
よ
る
)
に
よ

っ
て
繋
年
す
る
と

い

う
共
通
性
が
あ
る
。
こ
こ
に
注
目
し
た

い
の
は
、
今
本

『竹
書
紀
年
』
戦
国
時
代
部
分
の
周
王

・
晋
魏
君
主

の
年
次
配
列
に
関
す
る
以
下
の
点
で

あ
る
。◆

『史
記
』
六
国
年
表

の
そ
れ
と
は
異
な
る
部
分
が
多
々
あ
る
。

◆
も

っ
と
も
共
通
性
を
有
す
る
の
は

『大
事
記
』

で
あ
る
。

◆

『大
事
記
』
と
相
違
す
る
の
は
、
晋
の
敬
公

(哀
公

・
敬
哀
公
)
の
卒
年
と
幽
公

の
在
位
年
、
お
よ
び
魏
恵
成

王
後
元
年
次
で
あ
る
。

◆
後

元
改
元
に
関
す
る
解
釈
は
、
他
の
宋
代
諸
書
と
も
相
違
す
る
。

以
上
の
う
ち
第
三
、
第
四
に
述

べ
た
後
元
改
元
に

つ
い
て
は
、
実
は
歴
代
の
注
釈
家
や
近
代
以
降
の
研
究
者
の
間
で
も
し
ば
し
ば
論
議
さ
れ
た

　
　

り

問
題
に
関
わ
る
。
す
な
わ
ち

『春
秋
経
伝
集
解
』

(淳
煕
小
字
本
)
後
序
が
古
本

『竹
書
紀
年
』
を
引
い
て
述
べ
た

「
恵
王
三
十
六
年
改
元
従

一

年
始
至
十

六
年
而
称
恵
王
卒
」
、
な
ら
び
に
魏
世
家
集
解
引
く
筍
筋
が
古
本

『竹
書
紀
年
』
に
基
づ
い
て
述

べ
た
と
考
え
ら
れ
る

「立
三
十
六
年

改
元
称

一
年
改
元
後
十
七
年
卒
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
問
題
は
、
恵
成
王
三
十
六
年
と
後
元
元
年
と
の
関
係

(
三
十
六
年
が
後
元
元
年
か
、

あ
る
い
は
そ
の
翌
年
が
元
年
か
)、
お
よ
び
最
後

の
後
元
年
次
は
い
つ
か

(
十
六
年
か
十
七
年
か
)
で
あ
る
。

別
穏
で
は
、
三
十
六
年
が
す
な
わ
ち
後
元
元
年
で
あ
り
、
後
元
十
六
年
に
恵
成
王
が
薨

じ
た
と
し
て
適
切
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
三
十
六

年
の
途
中

に
改
元
を
明
示
す
る
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な

い

(そ
し
て
北
宋
諸
書
が
、
三
十
六
年
と
後
元
元
年

を
分
け
て
い
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、

武
侯
以
前
の
書
式
と
同
様
、
後
元
元
年
が
独
立
し
て
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
)。
唐
以
前
の
注
釈
家
が
こ
れ
を
漢
の
明
年
改
元

(改

元
を
宣
言

し
た
年
に
は
改
元
せ
ず
、
踰
年

し
て
正
月
に
改
元
す
る
)
の
例
に
沿
っ
て
解
釈
し
た
こ
と
が
、
古
本
テ
キ
ス
ト
散
逸
後

の
議
論
を
複
雑

に
し
た
。
上
記
の

『春
秋
経
伝
集
解
』
後
序
は
、
明
年
改
元
の
例
に
照
ら
し
、
三
十
六
年
に
改
元
を
宣
言
し
て
踰
年

し
て
元
年
と
し
た
と
解
釈
し

　
ア

リ

後
元
年
間

は
十
六
年
を
も

っ
て
終
わ
る
と
説
明
し
た
の
で
あ
り
、
魏
世
家
集
解
引
く
荷
筋
は
、
漢
の
明
年
改
元
を
念
頭
に
置

い
た
上
で
こ
れ
を
後

代
の
例

に
沿

っ
て
説
明
し
な
お
し
、
改
元
を
宣
言
し
た
年

(
三
十
六
年
)
か
ら
数
え
れ
ば
十
七
年
目

(後
元
十
六
年
)
に
恵
成
王
が
死
ん
だ
と
し



　
ヨ

　
た
の
で
あ

る
。
筍
筋
が

「
立
三
十
六
年
」
と
表
現
し
た

「立
」
は
、
恐
ら
く
後
元
に
対
し
て
用
い
た
言

い
方
で
、
立
年

(
踰
年
元
年
の
前
年
)
そ

の
も
の
を
基
準
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
ま

い
。
い
ず
れ
も
古
本
の
テ
キ
ス
ト
を
実
見
し
た
判
断
で
あ
り
、
説
明
の
相
違
は
あ
れ
、
同
じ
状

況
を
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
《
表
2
》
に
示
し
た
よ
う
に
、
今
本
の
編
者
は
、
筍
筋
の
説
明
を
採
用
し
て
骨
格
に
利

用
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。し

か
し
、
今
本
の
編
者
は
、
問
題
の

「十
七
年
」
を
実
在
の
年
次
と
解
釈
し
た
ら
し
い
。
後
元
年
間

(周
顕
王
三
十
四
年
～
慎
規
王
二
年
)
に

関
わ
る
記
事
は
、
顕
王
三
十
六
年
の
場
合
を
除

い
て
す
べ
て
六
国
年
表

(魏
世
家
参
照
)
の
年
次
よ
り

一
年
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
恵
成
王
の
莞

年
が
そ
の
十
七
年
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(《
表
1
》
「古
本
竹
書
紀
年
等
」
の
覧
)。
顕
王
三
十
六
年
の
記
事
が
ず

れ
て
い
な
い
の
は
、
内

容
が
斉
に
関
わ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
「後
元
十
六
年
恵
成
王
卒
」
の
記
事
を
配
列
す
る
に
当
た

っ
て
、
直
接
古
本
の

テ
キ
ス
ト
に
よ

っ
た
の

で
は
な
く

、
魏
世
家
集
解
を
独
自
の
判
断
基
準
で
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
部
分
に
限
る
に
し
て
も
、
古
本

の
残
簡

が
存
在
し
な
か
っ
た
傍

　
　

　

ロ
い

　

証
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
述
べ
れ
ば
、
こ
の
後
元
年
次

の
部
分
に
つ
い
て
、
諸
注
釈
に
は
古
本
の
有
紀
年
記
事
が

い
く
つ
か
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
る
に
、
今
本
に
は
こ
れ
ら
に
重
な
る
記
事
が
ひ
と
つ
と
し
て
な
い
の
も
、
同
じ
く
古
本

の
残
簡
を
利
用
し
な
か

っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
《表
1
》
に
よ

っ
て
、
今
本

『竹
書
紀
年
』

の
繋
年
の
も
と
と
な

っ
た
史
料
群
に
目
を
向
け
て
見
よ
う
。
「今
本
竹
書
紀
年
」
の
覧
の
左

端
に

「
※
」

・

「★
」
を
付
し
た
も
の
、
お
よ
び
[
目

]
で
囲

っ
た
記
事
以
外
は
、
実
は

《
表
2
》
を
作
成
す
る
も
と
と
な

っ
た
記
事
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち

、
こ
れ
ら
を
各

々
の
年
次
に
よ

っ
て
配
列
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

『大
事
記
』
等
を
参
照
し
て
骨
格
と
す
れ
ば
、
今
本

『竹
書
紀
年
』

に

お
け
る
繋

年
の
概
要
が
で
き
あ
が
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら

は
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
記
事
と
し
て
、
『史
記
』
索
隠

や

『水
経
注
』
等
に
引
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
他
に

「
今
本
竹

書
紀
年
」

の
覧

に

…,…

,…
で
囲
ん
だ
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
『史
記
』
な
ど
の
記
載
を
補
入
繋
年
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
繋
年
す
る

に
当
た

っ
て
は
、
す

べ
て
六
国
年
表
に
よ
り
周
王
の
紀
年
に
改
め
て
か
ら
、
《表
2
》
に
し
め
し
た
今
本

『竹
書
紀
年
』

の
骨
格
に
合
わ
せ
て
い

る
。
す
で
に
検
討
し
た
後
元
年
次

の
記
事
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
当
た
る
。
後
元
十
六
年
間
を
十
七
年
間
と
す
る
必
要
か
ら
、

六
国
年
表
に
よ

っ
て
得

ら
れ
る
周

王
年
次
よ
り

一
年
前
に
繋
年
し
て
い
る
点
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

口

で
囲
ん
だ
記
事
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
方
式
で
繋
年
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
群
は
、
越
に
関
す
る
も
の
で
、
出
典
は
越
世
家
索
隠
と
見

ワ
こ

な
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
仮
に
こ
れ
ら
が
古
本

『竹
書
紀
年
』
の
残
簡
に
よ

っ
て
繋
年
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
別
稿
で
作
成
し
た
戦
国
年



表
に
矛
盾

す
る
事
態
が
惹
起
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
越
世
家
索
隠
で
は
、
司
馬
貞
が
古
本

『竹
書
紀
年
』
を
踰
年

称
元

に
よ
り
解
釈
し
て
、
越
王

の
莞
年
・

立
年
の
記
事

の
年
代
的
関
係
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
本
論
の
前
提
と
な

っ
て
い
る
議
論
で
も
あ
る
が
、
本
来
立
年
称
元
に
よ

っ
て
い
る
紀
年
を
踰
年

称
元
に
よ
り
配
列
し
た
際
、
莞
年
次
を

一
年
減
ら
す
こ
と
に
気
づ
か
な

い
と

一
代
ご
と
に

一
年
つ

つ
の
だ
ぶ
つ
き
を
生
ず

る
。
こ
れ

に
気
づ
く
た
め
に
は
、
立
年
称
元
と
踰
年

称
元
に
関
す
る
正
確
な
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
本

『竹
書
紀

年
』
は
、
そ
の
だ
ぶ
つ
き

解
消
の
意
志

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
古
本

『竹
書
紀
年
』
に
本
来
あ

っ
た
年
次
を

一
部
の
君
主
に

つ
い
て
ま
と
め
て
削

っ
た
配
列
を
し
て
い
る
。

今
本
の
編

者
が
古
本
の
残
簡
に
よ
っ
て
繋
年
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
こ
れ
を
晋
や
魏
の
君
主
の
年
次
と
し
て
扱

い
、
(残
簡

の
)部
分
部
分
の
ま
と

ま
り
ご
と
に
上
述
の
骨
格
に
合
わ
せ
る
は
ず
だ
か
ら
、
古
本
を
解
釈
し
た
索
隠
と
は
当
然
な
が
ら
矛
盾
し
て
く
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
る
に
、
全

く
索
隠

に

一
致
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
口

で
囲
ん
だ
越
関
係
記
事
は
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
残
簡
に
よ

っ
て
繋
年

し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
、

一
部
と
は
い
え
古
本
の
残
簡
は
存
在
し
な
か

っ
た
傍
証
が
得
ら
れ
る
。

問
題
は

「
今
本
竹
書
紀
年
」
の
覧
の
左
端
に

「
※
」

・

「★
」
を
付
し
た
記
事
群
で
あ
る
。
「
※
」
を
付
し
た
記
事
は
、
《表
1
》
に
個
別
に
注

記
し
た

よ
う
に
、
今
本

『竹
書
紀
年
』

の
骨
格
に
合
わ
な

い
だ
け
で
な
く
、
今
本
の
繋
年
に
使
用
し
た
古
本

『竹
書
紀
年
』
の
記
事
と
の
関
係
で

も
、
孤

立
無
縁
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
れ
ら
は
、
今
本
の
編
者
が
恣
意
的
に
配
列
し
た
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

例
え

ば
、
周
安
王
二
十

一
年

の
記
事
は
、
古
本
で
は

「魏
武
侯
」
二
十

一
年
の
記
事

で
あ

っ
た
も
の
を
、
「
安
王
」

に
読
み
換
え
た
も

の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
今
本
の
編
者
が
配
列
上
武
侯

の
卒
年
を
そ
の
十
六
年
に
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降

の
年
次
を
有
す
る
記
事
を
そ
れ
以
前
に
配
列
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
六
国
年
表
に
鄭
が
滅
ぼ
さ
れ
た
年
と
す
る
周
烈
王
元
年
よ
り
五
年
遡
る
こ
と
と
な

っ
た
。
周
烈

王
二
年

の

「晋
桓
公
云
々
」
の
記
事
も
、
古
本
で
は
魏
武
侯
二
十
二
年
の
記
事
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
場
合
は
、
何
故
か
六
国
年
表

の
年
次
を
重
視

し
た
よ
う
で
、
そ
の
翌
年

(烈
王
二
年

)
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
古
本
の
方
で
も
鄭
滅
亡
の
翌
年
で
あ
る
。
烈
王
元
年

の

「魏
公
子
緩

如
耶
郵

以
作
難
」
の
記
事
な
ど
は
、
古
本
の
年
次

「魏
恵
成
王
七
年
」
を
使

っ
て
今
本
の
骨
格
に
合
わ
せ
て
も
こ
の
年

に
は
な
ら
な

い
し
、
魏
世

家
が
恵

成
王
の
即
位
時
に
公
子
緩
と
争

っ
た
と
す
る
の
に
も
合
わ
な

い
。

「
★
」
を
付
し
た
も
の
は
、
記
事
そ
の
も
の
は
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
記
事
と
し
て
諸
注
釈
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
紀
年
が
記

さ
れ
て

い
な

い
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
、
『史
記
』

に
未
見
の
も
の
で
、
六
国
年
表
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
も
し
仮
に
今
本

の

編
者
が
古
本
の
残
簡
を
得
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
繋
年
自
体
が
実
に
意
味
を
持

つ
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
上
述
の
結
果
か
ら



は
、
こ
の

「★
」
を
付
し
た
記
事
を
除
く
と
、

い
ず
れ
も
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
残
簡
に
は
よ

っ
て
い
な
い
と
判
断
で
き

る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、

こ
の

「★
」
を
付
し
た
記
事
も
、
「
※
」
を
付
し
た
記
事
と
同
様
に
今
本

の
編
者
が
恣
意
的
に
配
列
し
た
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

実
際
こ
の

「
★
」
を
付
し
た
記
事
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
周
顕
王
十
七
年
の

「燕
伐
趙
云
々
」
の
記
事

は
趙
の
武
霊
王
の
記

事

で
あ
る
が

、
六
国
年
表
で
は
そ
の
即
位
年
は
周
顕
王
四
十
三
年

(魏
嚢
王
九
年
)
で
あ
り
、
筆
者
作
成
の
改
訂
年
表

で
も
魏
恵
成
王
後

元

(『史
記
』

は
こ
れ
を
嚢
王
と
す
る
)
九
年

(周
顕
王
四
十
七
年
)
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
年
に
繋
年
し
た
史
料
的
根
拠

は
な
い
と

い
っ
て
よ

い
。冒

頭
に
繋
年
記
事
と
し
て
の
真
価
に
興
味
を
表
明
し
た
越
の
琅
邪

遷
都

の
記
事
は
、
《表

1
》
を
通
覧
す
れ
ば
明
か
な
よ
う
に
、
戦
国
時
代
部

分
に
つ
い
て
実
に
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
記
事
と
顕
王
四
十
二
年
の

「
九
鼎
倫
洒
没
子
淵
」
を

除
く
と
、
諸
書
所
引
の

古
本

『竹
書
紀
年
』
記
事
お
よ
び
六
国
年
表
所
載
の
記
事
ば
か
り
で
あ
る
。
顕
王
四
十
二
年
条
も

『史
記
』
封
禅
書
よ
り

の
引
用
と
見
ら
れ
る
こ

と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
『呉
越
春
秋
』
が
繋
年

の
典
拠
と
見
ら
れ
る
こ
と
の
特
異
性
が
よ
り
際
だ

つ
。
他

の
越
関
係
記
事

の
多
く
が
、
魏
世
家

索
隠
の
記
述
を
今
本

の
骨
格
に
合
わ
せ
て
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
如
上
の
検
討
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
こ
の
遷
都
記

事
だ
け
を
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
残
簡
に
よ

っ
た
と
想
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
琅
邪

遷
都
の
問
題
は
、
古
本

『竹
書
紀
年
』
を
関
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
議
論
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
り
明
か
と
な
る
。

以
上
を
考
慮
し
て
、
今
本

『竹
書
紀
年
』
戦
国
時
代
部
分
の
編
纂
過
程
を
推
測
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

◆

『稽
古
禄
』

・
『通
鑑
外
紀
』

・
『資
治
通
鑑
』
を
参
照
し
つ
つ

『大
事
記
』
を
骨
格
と
し
た
。

◆
周
敬

王
三
十
六
年
の
記
事
を

『通
鑑
外
紀
』
に
合
わ
せ
、
古
本
侠
文

の
晋
定
公
関
係
有
紀
年
記
事
を
繋
年
。
同
四

十
三
年
条
を

『大
事

記
』

に
合
わ
せ
て
繋
年
。

◆
周
貞
定
王
六
年

・
十
三
年
条
を

『大
事
記
』
に
合
わ
せ
、
古
本
侠
文

の
晋
出
公
関
係
有
紀
年
記
事
を
繋
年
。

◆
周
考

王
十
四
年
条
を

『大
事
記
』

に
合
わ
せ
、
古
本
侠
文
の
晋
幽
公
関
係
有
紀
年
記
事
を
繋
年
。
同
威
烈
王
六
年
条
を

『大
事
記
』
に
合

わ
せ
て
繋
年
。

◆
周
威

烈
王
七
年

の
二
条
お
よ
び
十

一
年

・
十
六
年
条
を

『大
事
記
』
に
合
わ
せ
、
古
本
侠
文

の
晋
烈
公
有
紀
年
関
係
記
事
を
繋
年
。

◆
周
安

王
十
五
年
条
を

『大
事
記
』

に
合
わ
せ
、
古
本
侠
文
の
魏
武
侯
関
係
有
紀
年
記
事
を
繋
年
。
た
だ
し
、
古
本
侠
文
の
同
十
七
年
以
降



の
条
は
、
そ
の
年
次
そ
の
も
の
を
疑
い
恣
意
的
に
配
列
。

◆
周

顕
王
元
年

「鄭
城
」
条

・
二
年
条
他
多
数

の
条
を

『大
事
記
』
に
合
わ
せ
、
古
本
供
文
の
魏
恵
成
王
関
係
有
紀
年
記
事
を
繋
年
。

◆
周
隠
王
四
年

「伐
衛
」
条

・
十
二
年
条
を

一
部
内
容
の

一
致
か
ら

『大
事
記
』
に
合
わ
せ
て
繋
年
し
、
こ
れ
を
も
と
に
古
本
侠
文

の
魏
裏

王
関
係
有
紀
年
記
事
を
繋
年
。

◆
以
上
、
古
本
侠
文
は

『史
記
』
索
隠
・
『水
経
注
』

・
『御
覧
』
に
よ
る

(現
在
輯
侠
分
を
網
羅
し
て
は
い
な
い
)
。

◆
六
国
年
表
か
ら
の
抜
粋
記
事
を
、
周
王
年
次
を

『大
事
記
』
に
合
わ
せ
て
配
列
。

◆
た
だ
し
、
後
元
年
次
に
は
独
自
の
解
釈
を
下
し
、
『史
記
』

の
嚢
王
年
次
を

一
年
ず
ら
し
て
使
用
。

◆
古
本
侠
文
の
う
ち
、
『史
記
』
索
隠
所
載

の
越
関
係
記
事
を
、
今
本
テ
キ
ス
ト
の
骨
格
に
合
わ
せ
て
繋
年
。
周
貞
定
王
四
年
句
践
卒
条
を

基
準
に
す
る
。

◆
越

の
狼
邪
遷
都
を

『呉
越
春
秋
』
に
よ
り
滅
呉
の
四
年
後
と
し
て
貞
定
王
元
年
に
繋
年
。
同
書
の
い
う
句
践
二
十
七
年
卒
に
合
わ
せ
る
と

貞
定
王
二
年
と
な
る
が
、
矛
盾
を
承
知
で
こ
れ
を
無
視
。

◆
そ

の
他
、
古
本
侠
文
の
紀
年
を
欠
く
記
事
を
恣
意
的
に
配
列
。

4

春

秋

以

前

部

分

の
今

本

『
竹

書

紀

年

』

戦
国
時
代
に
関
す
る
上
記
の
検
討
を
も
と
に
春
秋
時
代
以
前
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
王
国
維

『今
本
竹
書
紀
年
疏
証
』
に
よ

っ
て
検
討
す
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
記
事
に

つ
い
て
今
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
古
本

『竹
書
紀
年
』
の
記
事
に
よ

っ
て
は
繋
年
し
て
い
な

い
こ
と
が
明
か

で
あ
る
。

ま
た
、
全
体
の
骨
格
に
重
要
な
意
味
を
も

つ
周
王
薨

年

(防
年

・
崩
年
)
年
次
が
何
に
基
づ
く
か
を

一
覧
に
し
て
み
る
と
、
《
表
3
》

の
よ
う
に
な
る
。



《表3》 歴代帝王墓年(崩 年)一 覧

帝王

黄帝

少昊
帝顯碩

帝轡

帝禿

帝舜

帝禺
帝啓

帝太康

帝仲康

帝相
帝少康

帝好
帝募

帝芒
帝泄

帝不降

帝肩

帝雇
帝孔甲

帝昊

帝獲
帝癸

股湯

外丙

仲壬
太甲

沃丁

小庚
小甲

雍i己
太戊

仲丁

外壬
河亘甲

今本 古本 通鑑 皇極 皇王 編年 帝王 御覧 路史 史記
竹書 竹書 外紀 経世 大紀 通載 世紀 後紀 本紀

100 100/101

78787878

6375/6370〈80>6363

《史記集解》、《類集》九引《帝王世紀》70,《 御覧》八十引同75

100987298989898

《論衡氣壽篇》98,《 虞書》云朕在位七十載,又 云絢事考言可績三載汝陽

帝位,又 云二十有八載帝乃姐落

5050614850

《書舜典》50,《 皇王大紀》四十八年防五十年葬

8立45927810

162999910

42929292929

《路 史後 紀 》 卜三云 在 位 蓋十 有 九歳 失 政 又十 歳 而死

71313131318

《路 史》 注 引 《紹運 圓 》7,《 年 代歴 》26

2828282728

212146624946

《皇極 経 世 》二 十 二 年 其前 還 有四 十 年 〈三 十 九年>

17171717171727

4444262626262626

54581818181813

2521161616161626

《路 史後 紀 》引 《年 代歴 》16

59695959595959

《路 史後 紀 》引 《年 代歴 》59

18212122212121

8202121202020

931313131

《路 史 》注 引 《年 代 歴 》9

331111131111

71319191912

515141

10

代

與叢凝翫聾雛罐駁蔽離罪轟與》
合

王
紀

不

有

本

救

世
夏

年

七
《

之

十

、
位

桀

引

在

至
注

帝

禺

》

諸

自

論

上

29131330

《漢書律歴志》成湯 方即世崩没之時爲天子用事十三年　,

引《韓詩外傳》湯爲天子十三年百歳而崩

22

《孟子萬章上》2

44

12333333

《魯 世家 索 隠 》案 太 甲惟 得 十二 年

19292929

5(25)252525

17(17)361717

12(12)131212

75(75)757575

《書 無逸 》75

9(11)111313

10(15)151515

9(9)999

33

30

25

12

75

11

15

9

57

2

《御覧》八十三

4



《表3》-2

祖乙

祖辛
開甲

祖丁
南庚

陽甲
盤庚

小辛
小乙

武丁

19(19)19
14(16)16

5(25)20

9(32)32
6(29)29
4(17)17

28(20)20

3(21)21
10(28)11
5959

19

16

25

7

20

21

28

59

1919

1616

2520

3232

2529

717

2818

2721

2820

595959

《書無逸》59

祖庚
祖甲

薦辛
庚丁

武乙
文丁

帝乙
帝辛

11(7)7

33(16)16
4(6)6
8(31)6

35354

13(3)3
937

33

777

333316

666

212121

444

333

373737

323233

23

37

五十二年庚寅周始伐股(《 唐書歴志》引古本竹書紀年武王十一年伐段)

湯滅夏以至干受二十九王用歳四百九十六年(《 股本紀》集解引、《文選六

代論》注引、《通鑑外紀》引古本竹書紀年二十九王四百九十六年,王 國維
案與都救不合

L

周武王

成王

康王
昭王

穆王
共王

驚王
孝王

夷王

腐王

7757

十七年冬十二月王防年九十四(《 御覧》八十四引 《帝王世紀》十年九十三

歳,《 路史襲揮》案 《竹書紀年》武王年五十四,《 編年通載》在位七年年

九十三,《 皇 王大紀》十三年克殿十七年崩

3730372947

《漢書律歴志 》35,《 通鑑外紀 》成王在位三十年通周公振政三十七年

26262635

1951515151

《通鑑 外 紀 》引 皇 甫 識 日在 位 二年

55(55)55555555

1210121212

《通鑑 外 紀 》引 皇 甫 誼 日在 位 二十 五 年

25(25)25252525

9(15)14151515

815161616

《周本 紀 正 義 》16

十 二年 王 亡 奔 酷

26

51

55

20

16

二十六年王防干鼓(《 御覧》八百七十九引《史記》共和十四年大早火

焚其屋伯和位立其年周属王流酷而死立宣王,《 通鑑外紀》按自武王元年巳
卯至属王四十年己未二百八十一年自共和元年庚申至幽王十一年庚午七十一
年共三百五十二年,同 引古本竹書紀年日武王至幽王二百五十七年,《 十二

諸侯年表》共和十四年宣王即位,《 皇極脛世》五十一年,《 通鑑外紀》在
位四十年共和十四年,《 編年通載》在位三十七年共和十四年,《 皇王大紀

》十二年出五十一年死

宣王～景王 践 《十二諸侯年表》一致

《表3》 凡例

◆古本 『竹書紀年』の出典については、方詩銘 ・王修齢 『古本竹書紀年輯言登』等を

参照 されたい。

◆ 「古本竹書」の覧の()内 の数値は、『御覧』引 く 『史記』の ものである。

◆ 「帝王」の覧の名構は、おおむね今本のテキス トに一一致するが、「帝額項高陽氏」

を 「帝額項」 とのみ表記 したよ うな場合もある。

◆ アラビア数字は、各帝王の麗年(崩 年)で ある。

◆ 「御覧」の覧の〈 〉内の数字 は巻数である。



《
表
3
》
に
は
、
周
の
宣
王
以
後
を
含
め
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
宣
王
以
後
景
王
ま
で
は
、
『史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
の
周
王
莞
年

(崩

年
)
に

一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
他
に
参
照
す
べ
き
諸
書
も
同
様
で
あ
り
、
十
二
諸
侯
年
表
が
い
か
に
規
範
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か

る
。
こ
の
点
、
戦
国
時
代
部
分
に
つ
い
て
は
、
六
国
年
表
が
骨
格
に
使
用
さ
れ
て
い
な

い
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

《
表
3
》
か
ら
す
る
と
、
問
題

の
年
次
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
部
分
の

『大
事
記
』
、
春
秋
時
代
部
分
の
十
二
諸
侯
年
表
ほ
ど
に

一
致
す
る

も

の
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
比
較
的
多
く

一
致
す
る
の
は

『通
鑑
外
紀
』
で
あ
り
、
時
に
注
釈
に
見
え
る
古
本

の
テ
キ
ス
ト
や
他
の
諸
書
を

参
照
し
た

よ
う
に
思
え
る
。
今
本

『竹
書
紀
年
』
独
自

の
年
次
も
少
な
く
な

い
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
特
に
古
本
と

の
比
較
が
可
能
な
場
合
を
見

て
み
る
と
、
諸
注
釈
に
引
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
に

一
致
す
る
も
の
は
む
し
ろ
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
も
戦
国
時
代
部
分
に
つ
い

て
検
討
し
た
結
果
同
様
、
今
本
の
編
者
が
少
な
く
と
も
問
題
の
部
分
に
つ
い
て
、
古
本
の
テ
キ
ス
ト
の
残
簡
を
得
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す
。

恐
ら
く
恣
意
的
に
配
列
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
王
国
維

『疏
証
』
を
参
照
し
て
話
を
進
め
る
。
こ
こ
に
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
古
本

『竹
書
紀
年
』
か
ら
の
引
用
と
見

ら
れ
る
記
事

の
中
に
北
宋
李
肪

『太
平
御
覧
』
に
よ
る
と
覚
し
き
も
の
が
あ

る
と

い
う
点
、
お
よ
び
南
宋
羅
泌

『路
史
』
に
引
用
さ
れ
た
古
本

『竹
書
紀

年
』

の
記
事
と
の
対
照
が
可
能
な
記
事
が
比
較
的
多

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
も

一
致
し
な

い
と

い
う
点
、
し
か
る
に

『路

史
』
そ
の
も
の
の
記
事
に
は
典
拠
に
な
っ
た
と
覚
し
き
も
の
が
あ
る
と
言
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
今
本
の
編
者
は
こ
の
時
期
に
関
す

る
古
本
の

テ
キ
ス
ト
に
比
較
的
無
関
心
で
あ
り
、
む
し
ろ
宋
代

の
書
に
重
き
を
お

い
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。
し
か
も

そ
の
宋
代
書
に
南
宋

の

『路
史
』

の
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
と

い
う
点
は
、
こ
の
書

の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

5

お

わ

り

に

本
論
は
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

や

『史
記
』

に
未
見

の
記
事
を
も
含
め
て
繋
年
す
る
今
本

『竹
書
紀
年
』
に
着
目
し
、
そ
の
史
料
的
性
格
を
検

討
し
た
。
す
で
に
こ
の
種
の
作
業
を
ま
と
め
て
い
る
王
国
維
の
大
著

『今
本
竹
書
紀
年
疏
証
』
を
出
発
点
と
し
て
、
そ
の
遺
漏
を
補
い
、
宋
代
に

作
ら
れ
た
編
年
史
料
と
の
比
較
を
試
み
た
。
古
本

『竹
書
紀
年
』
や

『史
記
』
に
未
見
の
記
事

の
中
に
は
、
越
の
狼
邪
遷
都
の
事
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
古
本

『竹
書
紀
年
』

に
よ
り
繋
年
し
た
記
事
な
の
か
ど
う
か
が
ひ
と

つ
の
大
き
な
関
心
事
で
あ

っ
た
。

し
か
る

に
、
今
本

『竹
書
紀
年
』

の
繋
年
に
関
す
る
根
拠
を
検
討
し
た
結
果
、
春
秋
時
代

(宣
王
以
後
)
に

つ
い
て
は

『史
記

』
十
二
諸
侯
年



表

の
周
王
紀
年
、
戦
国
時
代

に
つ
い
て
は

『大
事
記
』

の
周
王
紀
年
と
晋

・
魏
君
主

の
配
列
を
骨
格
と
し
、
諸
書
に
引

か
れ
た
古
本

『竹
書
紀

年
』

の
有
紀
年
記
事
や
六
国
年
表
上
の
記
載
を
そ
の
骨
格
に
合
わ
せ
て
繋
年
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
同
時
期
の
そ
れ
以
外
の
記
事
は
、
紀
年
な

し
で
引
用
さ
れ
る
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
記
事
を
含
め
て
、
ほ
と
ん
ど
恣
意
的
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
属
王
以
前
に

つ
い
て
も
、
『通

鑑
外
紀
』

な
ど
を
骨
格
と
し
な
が
ら
も
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
記
載
と
も
異
な
る
繋
年
を
す
る
な
ど
、
恣
意
的
に
配
列
し
た
部
分
が
多

い
と
思
わ

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
得
た
。
す
な
わ
ち
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

や

『史
記
』

に
漏
れ
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
繋
年
史
料
と

し
て
は
改
め
て
使
用
し

得
な
い
史
料
群
で
あ
る
こ
と
が
推
論
で
き
た
。

今
本

『竹
書
紀
年
』
の
越
関
係
記
事
の
多
く
は
、
越
世
家
索
隠
に
引
く
古
本

『竹
書
紀
年
』
解
釈
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
古
本
の
史
料
と
し

て
利
用
し
得
る
以
上
の
意
味
を
も
た
な
い
。
越
滅
亡
に
関
し
て
は
、
越
世
家
そ
の
も
の
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
記
事

の
是
非
は
別
に
論
ず
る
必

要
が
あ
る
が
、
狼
邪
遷
都
の
記
事
は

『史
記
』

に
も
未
見
で
あ
り
、
よ
り
史
料
批
判

の
必
要
な
史
料

『呉
越
春
秋
』

.
『越
絶
書
』
に
見
え
る
だ

け
で
あ
る
・
今
本

『竹
書
紀
年
』
が
そ
の
骨
格
を

つ
く
る
に
当
た

っ
て
利
用
し
た

『通
鑑
外
記
』

・
『大
事
記
』
や

『稽
古
禄
』

.
『通
鑑
』
な
ど

に
も
、
こ

の
記
事
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。

こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
た
だ
ち
に
越

の
狼
邪
遷
都

の
記
事
が
創
作
に
基
づ
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
今
後

は
古
本

『竹
書
紀
年
』

の

記
事
と
し

て
で
は
な
く
、
『呉
越
春
秋
』
・
『越
絶
書
』
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

註

(
-

)

・竹

書

紀
年

』

出

土

の
経
緯

、

そ

の
後

の
扱

わ

れ
方

お
よ

び

研

究
史

に

つ

い
て

は
、

山

田
統

.
竹

書
紀

年

と

六

国

魏
表

・

.

.竹

書

紀

年

の
後

代

性

・

(
.
山

田
統

著

作

集
』

一
所

収

、

一
九

八

一
年

十

一
月

、

明
治

書

院

)
に
要

領

よ

く
ま

と

め

ら

れ

て

い
る

。

(
2
)

拙
稿

「戦
国
紀
年

に
関
す
る
試
論
-
君
主
在
位

の
称
元
法

か
ら
す
る
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
再
評
価
i

」

(
『史
学
雑
誌
』
掲
載
予
定

)

(
3
)

前
掲
(
2
)拙
稿
に
お
い
て
、
す

べ
て
の
王
に

つ
い
て

「
亮
」
、
諸
侯
に

つ
い
て

「卒
」
を
用

い
る
こ
と
で
統

一
し
て
い
る
。
本
論
も
こ
れ
に
な
ら
う
。

(
4
)

こ
の
問
題

に
関
連
し
て
、
平
成
三
年
度
九
州
史
学
会
大
会
考
古
学
部
会
に
お
い
て
渡
辺
正
気
氏
の

.文
献
よ
り
見
た
る
古
代
山
東
省
の
稲
作
事
情

わ
が
国

へ

の
稲
作
伝
播

の
背
景

L
と
題
す
る
発
表
が
あ

っ
た
。
越
の
狼
邪
遷
都

に
対
し
て
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)

林
喬

・竹
書
後
案
』

に
書
名
な
し
の
引
用
が
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
詳
し

い
考
証
が

.四
庫
提
要
・
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
張
心
徴

.
偽
童
日
通
考
』
(
上
海



商
務
印
書
館
、

]
九
三
九
年

)
史
部

・
編
年

・
竹
書
紀
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
6
)

山
田
前
掲
(
1
)論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
小
沢
賢

二

「
史
記
会
注
校
証
考
補
弁
証

(
一
)」
(
『
双
文
』

一
、

一
九
八
四
年
三
月
、
群
馬
県
立
文
書
館

)
に
、

『春
秋
経
伝
集
解
』

の
版
本

の
問
題
が
論
議
さ
れ
て
お
り
、
後
序
を
有
す
る
の
は
淳
煕
小
字
本
の
み
で
あ

っ
て
、
南
宋
相
台
岳
氏
本

・
宋
纂
図
本

・
足
利
本

に
は
な

い

こ
と
、
院
元
に
よ
る
宋
本

『春
秋
正
義
』

や
明
万
暦
監
本

『春
秋
左
伝
注
疏
』

に
は
存
在
し

て
い
る
こ
と

の
指
摘
が
あ

る
。
氏
は
、
十
七
年
実
在
を
想
定

し
て

い
る

(
萢
洋
雍

『古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』
〈
新
知

識
出
発
社
鉛
印
本
、

一
九
五
六
年
、
楊
家
酪
主
編

『竹
書
紀
年

八
種
』

〔
世
界
書
局
、

一
九
六
六
年
〕所
収
〉
も
同
様

)

が
、
そ
う
で
は
な

い
点

は
本
文
に
述
べ
る
通
り
。

(
7
)

魏
世
家
に
採

用
さ
れ
た
恵
成
王
称
王
前

の
紀
年
は
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
そ
れ
に
比
較

し
て

一
年
多

い
年
次
と
な

っ
て

い
る

(前
掲
(
2
)拙
稿
)。

こ
れ
は
、
魏

世
家
が
立
年
称
元
に
よ
る
年
次
を
採

用
し
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

の
方
は
、
こ
れ
を
後

に
踰
年

称
元
に
改
め
た
年
次
を
採
用
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ず
れ
そ

の
も

の
に
は
、
注
釈
家
は
容
易
に
気
づ
い
た
は
ず
だ

が
、
そ
の
理
由

に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
魏
世
家

・
六
国
年
表
が
即
位
以
来

の
年
次

(実

は
立
年
称
元

に
よ
る
年

次

)
を
三
十
六
年
ま
で
と
し
、
古
本

『竹
書
紀
年
』

が
後
元
元
年
と
三
十
六
年

(
踰
年
称
元

に
よ
る
年
次

)
を
体
裁

の
上
で
分

け
て
書

い
て

い
た

こ
と
は
、
称
王
前
及

び
後
元

(魏
世
家

・
六
国
年
表
で
は
嚢
王

)
両
者
の
最
後

の
年
次
が
見
か
け
の
上
で

一
致
す
る
結
果
を
生
み
、
本
文

の
よ
う
な
解
釈
を
確
固
た
る
も

の
と
し
た
。

(
8
)
荀
勗

は
魏
世
家
に
よ
り
恵
成
王
三
十
六
年

・
嚢
王
十
六
年

の
在
位
合
計
五
十

二
年
間
の
こ
と
を
述

べ
な
が
ら
、
後
元
年
次
に

つ
い
て
の
上
記
の
説
明
を
付
す

る
だ
け

で
、
合
計
五
十
三
年
間
に
な

る
と
言

っ
て
い
な

い
。
た
だ

「
太
史
公
司
馬
遷
は
恵
成
王
の
世
を
二
王
の
年
数
と
誤

っ
た

の
だ
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
こ

れ
は
、
本
文
の
よ
う
な
解
釈

に
立

っ
て

い
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
司
馬
光

『通
鑑
考
異
』
も
、
古
本

の
テ
キ

ス
ト
に
あ
る

「後
元
十
六
年
恵
成
王
卒
」

の
記
事
と
上

記
の
集
解

の
説
を
並

べ
て

い
る
が
、
矛
盾
と
は
考
え
て
い
な

い
よ
う

で
あ
る
。

(
9
)

ち
な

み
に
、
南
宋

の
章
衡

『編
年
通
載
』

も
後

元
を
十
七
年
ま
で
と

し
て
い
る

(《
表

2
》
)。
北
宋

の
司
馬
光

(
『
通
鑑
考
異
』

・

『
通
鑑
』
、
《
表
2
》
)
が
、
十
七

年
を
実
在

の
年
次
と
は
み
て
い
な
か

っ
た
ら
し
い

(
見
(
8
)
)
の
と
対
照
的
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
後

元
部
分
に

つ
い
て
、
両
者
の
間
に
お
け
る
散
逸

の
可
能
性
を
示

す
も

の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
の
散
逸
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、
こ
こ
に
注
記
す
る
。

(
10
)

方
詩
銘

・
王
修
齢

『古
本
竹
書
紀
年
輯
謹
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八

一
年

)

一
四

一
頁
等
。

付

記

す
で
に
本
文

に
触
れ
た
よ
う
に
、
今
本

『竹
書
紀
年
』
の
成
立
時
期
は
、
明
代
が
考
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
地
域
を
限
定
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ

る
。
と

い
う

の
は
次

の
点

が
指
摘
で
き

る
か
ら
で
あ

る
。



◆
索
隠
を
利
用
し
て
越
の
記
事
を
丹
念

に
拾

っ
て

い
る

(
た
だ
し
滅
亡
年
は

『史
記
』
を
重
視

V。
越

の
根
拠
地
は
、

い
う
ま

で
も
な
く
浙
江

紹
興
で
あ
る
。

◆
今
本

『竹
書
紀
年
』

に
繋
年
さ
れ
た
越
の
鄭
邪
遷
都
の
記
事

(
『
呉
越
春
秋
』
に
よ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
)
に
関
わ
る
が
、
榔
邪

の
王
氏
を
代
表
す

る
工
義
之
に
関

す

る
遺
跡
で
あ

る
蘭
亭
は
紹
興
に
あ
る
。
ま
た
彼
の
故
宅
と
称

さ
れ
る
所

も
同
地
に
あ
る
。

◆

周
宣
王
以
後
春
秋
時
代
に

い
た
る
ま
で
は

.史
記
』

+
二
諸
侯
年
表

に
拠

っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
前
は
恐
ら
く

.通
鑑
外
紀
・
を
骨
格
に
多
用
し
、
職
国
時
代

部
分
は

・大
事

記
』
を
骨
格
と
し
て
い
る

(た
だ
し
、
魏
恵
成
王
後
元
年
間
の
み
は
、
独
自

の
判
断

)
が
、

.通
鑑
外
紀
・

の
編
者
劉
恕
は
江
西
笏
州

の
人
、
.大
事

記
』

の
編
者
呂
祖
謙

は
浙
江
婆

州
の
人
で
あ
る
。

以
上

い
わ
ゆ
る
浙
江

や
江
西

の
臭

い
が
強

い
こ
と

に
気
づ
く
。
陳
正
祥
編

.
中
国
歴
史
文
化
地
理
図
冊
・

(
.
九

八
三
年
四
月
、
墨

日
房

)
の
図
6。

.明
代

の
進
士
・

.

図
63

・明
代

の
六
卿
」
な
ど
を
参
照
す
れ
ば
明
か
な
よ
う
に
、
南
京
か
ら
浙
江

に
か
け
て
や
江
西
は
、
明
代

の
政
治
文
化

の
担

い
手
を
苗

し
た
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
同
図
48

「
北
宋

の
宰
相
」
な
ど
に
示
さ
れ
た
北
宋

の
高
級
官
僚

の
出
身
地
と
比
較
し
て
対
照
的
で
あ
る
。
浙
江

の
杭
州
や
南
京
が
明
代
の
政
治
文
化

の
中
心
地
で

あ

っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
、

こ
の
紀
年
が
偽
編
さ
れ
た

こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

明
代
編
纂
説

の
根
拠
と
し
て
は
、
南
宋

代

の
書

目
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
や
、
古
本

の
テ
キ
ス
ト
の
引
用
文
と
の
異
同
、
明
代
田心
想
界

の
雰
囲
気
な
ど
が
従
来
挙

げ
ら
れ
い
る

(
注
(
5
)
に
掲
げ
た
林
春
博

・竹
書
後
案
』

や
張
心
徴

.偽
書
通
考
』

な
ど
を
参
照
さ
れ
た

い
)。

こ
れ
ら
に
加
え

、

上
記
の
江
西
や
南
京

～
浙
江

に
関
す
る

推
論
が
逆
に
、
今
本

の
編
纂
時
期
が
明
代
で
あ
る
こ
と
の
有
力
な
傍
証
と
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。


